
○ライフプランセミナー　
開催日時：平成２０年１０月２日（木）・１０月２０日（月）午前９時から
開催場所：奈良県市町村会館（橿原市大久保町３０２番１）
参加人員：1回目（１０月2日）８６名、２回目（１０月２０日）８８名

時　間 内　　容 講　師
8：45〜9：00 受　付
9：00〜9：05 開講の挨拶
9：05〜9：35 ビデオ上映(上映時間２７分)　「妻のブログ」

9：35〜12：05 基調講演　「豊かな生涯生活経済設計術」
—セカンドライフにおける生活設計法をお伝えします—

㈱FPコンサルティング
１級FP技能士　岡崎　謙二

12：05〜13：00 昼　食

13：00〜14：20 講　演　「わたしの生きがい発見講座」
—生きがいの源を探ってみよう！—

アイ・リップル代表
猿川　博美

14：20〜14：30 休　憩　

14：30〜15：50 講　演　「セカンドライフの健康づくり」
—活動的な生活が健康の秘訣—

(財)奈良県健康づくり財団
健康運動指導士　中野　正英

15：50〜16：00 閉講の挨拶
　退職後の生涯生活設計を樹立するための支援を目的に、家計の見直しや保険、住宅ローンの見直し等経済設計および
資産運用、生きがい・健康の三つのテーマでセミナーを開催いたしました。

時　間 内　　容 講　師

10：00〜10：20 受　付 （更衣）

10：20〜10：30 開会の挨拶

10：30〜12：00 体力測定　（体力年齢の測定）

12：00〜13：00 昼　食

13：00〜13：50 〜栄養指導〜「あなたのメタボリック危険度は？」 (財)奈良県健康づくり財団
健康増進課健康推進係

13：50〜14：00 休　憩

14：00〜16：00 〜運動指導〜「あなたのメタボリック危険度は？」 (財)奈良県健康づくり財団
健康増進課健康推進係

16：00 閉　会（更衣）

　現在の体力年齢の測定、また食事バランスと運動による消費カロリーについて栄養指導・運
動指導による健康づくり教室を開催いたしました。

岡崎謙二先生

○健康づくり教室　
開催日時：平成２０年１1月7日（金）−４０歳未満対象・１1月14日（金）−４０歳以上対象 いずれも午前10時から
開催場所：財団法人奈良県健康づくりセンター（磯城郡田原本町宮古404-7）
参加人員：1回目（11月7日）16名、２回目（11月14日）18名

ライフプランセミナー風景

猿川博美先生 中野正英先生

運動指導の実施風景

体力測定の実施風景

時　間 内　容 担当課
9：50〜10：00 受　付

10：00〜10：05 開　会

10：05〜10：20 "「ライフイベント」
共済事業のご案内について" 総務課

10：20〜11：30 "「ライフイベント」
年金事業について" 年金課

11：30〜13：00 休　息

13：00〜14：00 "「ライフイベント」
資格関係・調定関係・短期給付事業について" 保険課

14：00〜15：10 "「ライフイベント」
保健事業・貯金事業・貸付事業について" 福祉課

15：10〜15：40 共済事務ヘルプとホームページについて 情報システム管理室

15：40〜15：45 『四季の宿やまと』 福祉課

15：45〜15：55 質疑応答
15：55〜16：00 閉　会

『共済事務研修会』を開催しました『共済事務研修会』を開催しました
　去る平成２０年１０月１７日、奈良県市町村会館８階大研修室にて「共済事務研修会」を下記日程表のとおり開催しました。
　今回の研修では、組合員の就職から退職、年金受給をするまでに組合員とその扶養者を含め共済事業・給付等とのかか
わり、またその際、どのような手続きを行うのかなど、テーマを「ライフイベント」に絞り研修しました。
　今後におきましても、研修方法や内容を工夫し、円滑な共済事務手続きの一助となるよう努めてまいります。
　ご参加いただきました共済事務担当者の方々には、公務ご多忙の中ご出席ありがとうございました。

共済事務研修会
〜ライフイベント（資格取得から退職、年金受給まで）にかかわる共済事業について〜

共済組合では、保健事業の一環として健康対策関係の研修会や講座を開催しています。
今年は、ライフプランセミナーを10月２日（木）と10月20日（月）に、また健康づくり教室を11月７日（金）と11月14日(金)に、
下記の内容でそれぞれ実施しました。

　扶養手当の支給対象者になっていない被扶養者の方を対象に実施しました『被扶養者資格確認調査』に
ご協力いただきありがとうございました。
　調査の結果、調査対象者2,073名中１3５名が、被扶養者資格認定取り消しとなりました。認定取り消し事由
のほとんどは、「収入額が認定限度額を超えていたことによるもの」また「就職により他の医療保険（社会保
険等）に加入されていたことによるもの」です。
　このため、組合員の皆さまが、ご家族（被扶養者）の方々の収入状況をいつも正確に把握し、被扶養者資
格認定要件に該当しなくなった場合は、勤務先の共済事務ご担当者の方を通じて、早急に取り消し手続きを
行っていただきますようお願いします。（遡及して認定取り消しをした場合、その間に医療機関で受診した医
療費等は返還請求することになります。）
　なおこの調査は、毎年７月から９月にかけて実施いたします。来年度の調査にも調査該当被扶養者の方の収
入に応じて、「確定申告書（収支内訳書等含む）の写し」、「直近の年金改定通知書・年金振込通知書等の写
し」、「給与支給明細書等の写し」等々が必要となりますので、大切に保管しておいてください。
　今後もご協力いただきますようよろしくお願いします。

【参 考：被扶養者資格認定限度額について】
６０歳未満の者 ………………………………………………… １３０万円未満
障害を支給事由とする年金受給者 ………………………… １８０万円未満
６０歳以上での年金受給者 …………………………………… １８０万円未満
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